
神は、 神性の目的を達成するために私た
ちを創られたのであり、 神は私たち一人一
人が独特の方法で神に仕えるために私たち
を指名し、 しかも、 神はその仕事を達成する
ために私たちを必要としている、 という考え
が私は大好きです。  しかし、 時々、 私たちは
自分はそんな特別なものではないと思って
しまう、 罠にかかりやすいと思うのです。 

神が私たちを創られ、 達成するように願
われる仕事は、 キリスト・イエスが与えた２
つの偉大な戒律に要約されています。 先ず
第１は、 「心をつくし、 精神をつくし、 思いを
つくして、 主なるあなたの神を愛せよ」（マタ
イ　22 ： 37）です。 そして第２は、 「自分を
愛するようにあなたの隣人を愛せよ」（マタ
イ　22 ： 39）です。 最近、 神に対する私の愛
を、 どうしたら示すことができるか知りたい
と願っていたとき、 私が抱く人類への愛を実
践することによって、 最大限に示せるという

ことに気づきました。 私たちは、 隣人を真に
愛すときに、 神が私たちを創造された神性
の目的を達成できるのです。 しかし、 自分の
身分についての誤った感覚のために、 神が
私たちをどれほど愛し、 この神の愛を輝かす
ために私たちをどれほど必要としているかを
認識する能力が、 極度に制約されてしまうこ
とに気づきました。 

中学・高校を通して、 私は自分に自信が
なく、 自分の価値を認めることができず、 非
常に苦しみました。 そして、 そのために、 暗
い日々を送っていました。 私の自信喪失は、 
人 と々の日々の交流を、 色々な意味で阻んで
いました。 友だちを作ることに苦労し、 誰も
私と友だちになりたいと思うわけがないと思
っていました。 また、 授業に参加するにも、 
非常に神経質になってしまい、 自分を無理
に押し出して、 やっと参加していました。 私
の人生はすべてうまく進んでいたにもかか

目的に満ちて
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に加わって、 ブルキナファソで奉仕活
動をしており、 農事産業の分野で地域

の農民と働いている。 
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わらず、 自分は価値がない人間なのだとい
う考えに支配されていました。 

しかしながら、 私はキリスト教科学の日
曜学校で受けた教育と、 自分の家族が示す
模範により、 祈りに頼って癒しを得る強い基
盤に立って育ってきたので、 神に心を向ける
ことが唯一の解決法であることを知っていま
した。 私は十代の間、 神の子という自分の身
分をもっとはっきり理解するために、 日々、 
最善を尽くして祈ってきました。 それでも、 
私は社会の良き一員であるといえる自信が
なく、 なかなか前進できませんでした。 高校
の最高学年の時、 私は最低の精神状態に落
ち、 卒業した夏、 何かを本当に変えなけれ
ばならないことが分かっていました。 

その夏、 キリスト教科学の夏期キャンプ
で指導員の訓練に参加したところ、 指導者
は、 イエスの第２の戒律である、 あなたの
隣人を自分と同様に愛せよ、 ということにつ
いて話しました。 その指導者は、 私たちが純
粋な癒しの愛をもって人を本当に愛すため
には、 先ず、 自分を愛すことを学ばなければ
ならない、 と言いました。 もし、 自分を愛し
ていなかったら、 他者に示す愛が、 自分を
認めて欲しいという利己的なものになってし
まう、 と言いました。 そこで、 その夏、 自分
に与えられた仕事を果たすためには、 つま
りキヤンプに来ている生徒たちを愛し、 彼ら
を神が見るように見るためには、 先ず自分
を愛すことを学ばなければならないことが
分かりました。 

ある晩、 静かな祈りの時間に、 どうすれ
ば自分を愛すことができるか、 真剣に考え、 
神の導きを求めていました。 すると突然、 自
分は神に愛されているのだ、 神に受け入れ
られているのだという、 圧倒されそうな感覚
を覚えました。 この考えが信じられないほど
はっきりと示され、 まるでじかに自分に話し
かけられているようでした。 今になると、 あ
の霊感は、 神が神の愛を私に伝えておられ
たのだと認めることができます。 何年にもわ
たって、 私の心をおおっていた暗闇が、 瞬時
に癒されたのです！　

夏が終り、 私は大学生となり、 実り多い

４年間を過ごしました、 そして、 自信喪失な
どという感覚から、 完全に解放されていまし
た。 自信をもって、 複数の全校組織の役員を
務め、 授業にもごく自然に積極的に参加しま
した。 今日、 多くの素晴らしい友人を持ち、 
深く感謝しています。 最近、 この癒しが、 い
かに完全なものだったかに気づく経験をし
ました。 ２年前、 大学で話をしたとき、 性格
が癒されたことを話したところ、 後で、 近隣
の人々が何人も来て、 私がそんなに内気で、 
自意識過剰の人間だったなど、 想像できな
いと言ったのです。 

この経験は、 神性の愛が、 自分の身分の
根源であることを理解すると、 神が指示した
独特の方法で、 自由に神に仕えることができ
ることを教えてくれました。 無限の愛の完全
な反映として、 私たちは自信を持ち、 愛に満
ち、 楽しく、 そして平和的であらざるを得な
いのです。 そして私たちが、 自分をその真の
姿、 神に愛されたものとして、 理解するなら
ば、 イエスの２つの偉大な戒律に従うこと
ができて、 自分が「世の光」（マタイ　5 ： 14）
であることを見いだすのです。 

現世的な考えは、 常に、 真理の光に反発
し、 私たちは愛されておらず、 価値のないも
のである（ローマ　8 ： 7　参照）と、 私たち
に信じ込ませて、 神の仕事をするのを妨げ
ようとします。 しかし、 キリストは常に、 神が
私たちをどれほど愛しているかを伝えていま
す、 そして、 実際、 何者も、 私たちがこの簡
潔なメッセージに心を動かされることを、 妨
げることはできません。 私たちがこの真理に
辛抱強く耳を傾け、 そして、 本当にそれを聞
くならば、 私たちは神に、 また隣人たちに、 
自由に、 また無私の心で、 仕えることができ
るのです。    

 『 さきがけ 』 のカバーをクリック
すると、 『 さきがき 』 のホームページ
が現れます。年次総会の報告は、左側
の欄に出ています。

友人の方々にも、 『 さきがけ 』    
のウェブサイトを開いてご覧になるよ
うお勧めください。この報告書をコピ
ーして教会の友人たちに差し上げて
も結構です。

2008年
年次総会

オンライン報告

母教会の2008年 年次総会の報告
を、オンラインで、次のウェブサイトを
開いてお読みになることができます。
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